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無料のエネルギー診断事業を
活用したエネルギーコスト
削減活動

株式会社エネルギーソリューションジャパン

※本資料は、平成２５年度補正予算時のCO2削減ポテンシャル診断事業を元に作成した紹介資料です。
平成２７年度の公募は４月中旬頃に公開される見込みです。



ESJ

環境省
経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業
（ＣＯ２削減ポテンシャル診断事業）

環境省のCO2削減ポテンシャル
診断事業は５年ほど前より実施さ
れてきました。
平成２７年度はその予算を大幅に
増加させ、また、種類も増やして施
行される予定です。



ESJ
経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業
ー活用できる診断事業ー

診断事業として、客様が活用
できるものは（１）と（４）。

（１）はＣＯ２排出量が３０００ｔ
以上の事業所が対象。

（４）はＣＯ２排出量が５０t~３
０００ｔ以上の事業所が対象。

（１）（４）は共に診断費用がほ
ぼ全額補助される。（４）につい
ては更に設備導入についても
1/3の補助がある。

CO2排出量50tは電気代に換
算すると目安としては、
５０ｔ×1000/0.555*20円＝
180万円/年以上



ESJ
経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業
ー診断事業のメリットー

診断事業受診のメリット

・エネルギーのプロが診断することにより、
→３００程度の対策項目の実施状況を把握できる。
→目から鱗の対策がある
→対策状況（内容、投資対効果）について、定量的に把握できる。

・定額補助でほぼ全額補助対象
※消費税は対象となりません。

・中長期的な計画を立て継続的な改善できる。

・環境省の設備導入補助事業に有利になる。



ESJ
経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業
ー診断事業の流れー
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今回の診断事業 当社の無償サポート



ESJ
経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業
ー診断事例ー

対策内容

必要に応じて図示してください。別紙記載でも構いません。
現在、圧縮空気系統においてエアー漏
れが生じている。
今回、リーク量測定機を使用し、エア漏
れ箇所の特定、簡易流量計測を行っ
た。
結果として、主配管ではエア漏れはな
かったものの、編み立て機周辺におい
てエア漏れ箇所が多数確認された。
対策としては、漏れ箇所のﾊﾟｯｷﾝ交換
などとなる。

1-19号機
ｴｱﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞ上部

24-5号機
ｴｱｰｶﾞﾝｶﾌﾟﾗｰ

22-11号機
ｴｱｰﾎｰｽ継手部

対策内容

各コンプレッサの電流値計測を１週間実施した結
果、各コンプレッサの負荷率は右表のように低く、
エネルギー効率が悪い中間負荷での運転時間が
多いことがわかった。 　よって、老朽化したNo.3機
を75kWインバータ機に更新し、中間負荷専用機と
して運用ことにより、 　各アンロード機の部分負荷
運転を最小限とし、システム全体としてのエネル
ギー効率を向上させ、 　電力使用を削減する。

必要に応じて図示してください。別紙記載でも構いません。

必要に応じて図示してください。別紙記載でも構いません。
冷温水1次ポンプ及び二次ポンプは、
吸収式冷温水機RB-1/2共用となって
おり、冷温水機1台運転であっても 　定
格運転により過剰な流量を送水してい
る。 　インバータを設置し、冷温水機
運転台数及び空調負荷状況に合わせ
て変流量制御を行うことで、ポンプ動
力の低減を図る。

対策内容

RB-1
冷房能力 ：352kW
暖房能力 ：231kW

RB-2
冷房能力 ：352kW
暖房能力 ：231kW

冷温水クッションタンク
LPG
9.8m3N/h

LPG
9.8m3N/h

CT-1

CT-2
冷温水二次ポンプ
450/900 L/min
29.2/22.5 m
5.5kW

冷温水一次ポンプ
5.5kW
※銘板表記の確認が
　できないため仮定

IN IN

エアー漏れを無くし
て、コンプレッサを
１台停止に成功！！

更新時期に容量を見
直し、１台削減に成
功！！

ポンプにインバータ
を設置し、２年で投
資回収に成功！！



ESJ
診断後の展開（補助事業の活用）
※診断事業外となります。

対策内容（削減率、投資対効果、事業所概要など）を基礎資料として、以下のような各種補助事業を
活用し、初期投資を抑えながら、エネルギーコスト削減を実現してまいります。

事業名称 年度 所 分類 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 中小 医・福 運用 部分改 備考

地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入補助金 H26補 経 機器 A類型 公募 締切 ○ ＳＩＩ

（旧エネルギー使用合理化支援事業） 設備導入 B類型 公募 締切 採択 完了 支払 ◎ ＳＩＩ

地域工場・中小企業等の省エネルギー設備導入補助金 H27 経 機器 A類型 公募 ？ ○ ＳＩＩ

（旧エネルギー使用合理化支援事業） 設備導入 B類型 公募 締切 採択 完了 支払 ○ ＳＩＩ

経済性を重視したＣＯ２削減対策支援事業 H27 環 診断 診断のみ希望 公募 締切 随時診断、支払 完了 ○ ○ 低炭素エネルギー技術事業組合

（旧ポテンシャル診断） 診断 設備導入希望 公募 締切 診断完了 支払 ○ ○ 低炭素エネルギー技術事業組合

設備導入 公募 締切 完了 支払 ○ 低炭素エネルギー技術事業組合

先進対策の効率的実施によるCO2排出量大幅削減事業
（旧ASSET） H27 環 設備導入 設備導入希望 公募 締切 採択 完了 支払 ○ 温室効果ガス審査協会

設備の高効率化改修支援モデル事業 H27 環 部分改修 公募 締切 採択 完了 支払 ○ 日本環境協会、インバータ化など

ESJ推奨



ESJ
診断後の展開（電力契約切り替え）
※診断事業外となります。

エネルギー使用状況（使用量、負荷率など）を踏まえて、新電力への切替えメリットなどを確認していた
だき、必要であれば契約までのサポートをさせていただきます。



ESJ申請方法

補助事業に応募していただくに当たり、以下の資料が必要となります。
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申込方法

【様式１】



ESJ

申込方法

【様式２】

【概要】
お客様の概要をご記
入いただきます。

【エネルギー使用量】
EXELの集計表を使用し、CO2排
出量を算出し、その結果をご記
入ください。

【診断希望内容など】
診断希望内容などをご記入ください。
例えば、コンプレッサの診断をしたい。
新電力への切替検討をしたい等。

【希望コース・診断機関】
計測ありコースを選択して下さい。
希望する診断機関に「株式会社エネ
ルギーソリューションジャパン」と
ご記入下さい。

【設備概要】
分かる範囲で設備の台数
などをご記入ください。


